
死 者 数
行方不明者数

3月11日 月
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０
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世
界
の
紛
争
地
に

生
き
る
人
々
を
撮

り
続
け
て
き
た
写

真
家
の
大
石
芳
野

さ
ん
。
か
つ
て
取

材
に
答
え
て
こ
う

語
っ
て
い
た
。
追
い
求
め
て

き
た
の
は
「
前
に
一
歩
出
よ

う
と
す
る
人
」
▼
「
大
変
な

境
遇
で
も
目
を
輝
か
せ
て
生

き
る
人
が
い
る
。
そ
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
た
い
」
。
ベ

ト
ナ
ム
、
コ
ソ
ボ
、
ア
フ
ガ

ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
。

そ
れ
ら
の
地
で
凜り

ん

と
し
て
暮

ら
す
被
写
体
に
レ
ン
ズ
を
向

け
て
き
た
▼
新
刊
の
写
真
集

は
『
福
島
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｍ
Ａ

土
と
生
き
る
』
。
空

を
に
ら
み
つ
け
る
若
者
、
目

に
い
っ
ぱ
い
の
涙
を
た
た
え

た
女
性
、
声
を
上
げ
て
泣
く

男
性
。
故
郷
を
奪
わ
れ
た
悲

憤
は
戦
争
や
内
乱
の
地
に
連

な
る
▼
き
ょ
う
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
２
年
。
巡
り
来
る

３
月
に
春
の
到
来
を
喜
ぶ
余

裕
は
被
災
地
に
は
な
い
。
友

人
や
家
族
を
失
っ
た
寂せ

き

寥
り
ょ
う

、

被
害
を
免
れ
得
な
か
っ
た
悔

恨
。
被
災
者
の
多
く
は
、
気

持
ち
の
整
理
が
ま
だ
つ
か
な

い
▼
大
石
さ
ん
は
「
福
島
に

は
花
が
多
い
」
と
書
い
て
い

る
。
写
真
集
に
は
「
夜
明
け

を
待
つ
」
と
「
桜
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
２
章
が
あ
る
。
祭

り
の
汗
馬
、
少
女
ら
の
沸
き

立
つ
よ
う
な
笑
顔
、
そ
し
て

咲
き
誇
る
桜
が
掉と

う

尾び

を
飾
る

▼
慣
れ
な
い
土
地
で
の
避
難

生
活
、
狭
い
仮
設
住
宅
の
息

苦
し
い
暮
ら
し
、
今
な
お
２

６
０
０
人
を
超
す
行
方
不
明

者
。
２
年
た
っ
て
も
大
震
災

は
続
い
て
い
る
。
そ
れ
で
も

「
前
に
一
歩
を
」
。
大
石
さ

ん
の
本
を
応
援
歌
と
し
て
胸

に
抱
く
。

名久井アナウンサーに書いてもらった

備えの手紙

末
末
末迄 又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又 沫

末
末
末

河北新報社 備えの手紙 募集

河
北
新
報
社
は
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
２
年
と
な
る
の
を
機

に
、
震
災
の
教
訓
を
未
来
の
防

災
・
減
災
に
つ
な
げ
る
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
「
備
え
の
手
紙
｜
５

年
後
の
わ
た
し
へ
、
家
族
へ
」

を
募
集
す
る
。

（

面
に
関
連
特
集
）

震
災
で
は
過
去
の
災
害
の
記

憶
を
語
り
継
ぎ
、
備
え
る
こ
と

の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
。

自
然
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
起

き
る
か
分
か
ら
な
い
。
防
災
・

減
災
の
取
り
組
み
は
継
続
す
る

こ
と
が
大
切
と
さ
れ
る
。
「
備

え
の
手
紙
」
は
「
あ
の
日
」
の

思
い
と
震
災
の
具
体
的
な
教
訓

を
手
紙
に
記
し
、
５
年
後
の
自

分
や
家
族
に
備
え
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
る
試
み
だ
。

東
北
放
送
の
名
久
井
麻
利
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー

は
、
震
災
の

日
に
収
録
で
滞
在
し
て
い
た
気

仙
沼
市
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
判
断

に
よ
っ
て
即
座
に
高
台
に
避

難
し
た
経
験
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
「
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の

は
今
後
の
備
え
」
な
ど
と
つ
づ

っ
た
。

預
か
っ
た
手
紙
は
２
０
１
８

年
３
月

日
、
自
宅
に
届
け
る
。

応
募
時
に
開
封
の
承
諾
を
得
た

手
紙
の
一
部
は
後
日
、
紙
面
で

紹
介
す
る
。
応
募
者
全
員
に
今

夏
以
降
、
避
難
先
や
非
常
時
の

連
絡
先
を
書
き
込
む
「
み
ん
な

の
避
難
ル
ー
ル
」
の
シ
ー
ト
と
、

冷
蔵
庫
に
シ
ー
ト
を
貼
る
専
用

マ
グ
ネ
ッ
ト
を
贈
る
。

手
紙
は
封
書
で
受
け
付
け

る
。
封
筒
の
裏
面
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
（
携

帯
含
む
）
、
開
封
の
可
否
を
明

記
し
て
〒
９
８
０
｜
８
６
６
０

河
北
新
報
社
販
売
部
「
備
え
の

手
紙
」
係
へ
。
締
め
切
り
は
今

年
５
月

日
。
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東
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井

麻
利

ア
ナ
ウ
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宮城 955人
02人

岩 467人
5人

福島 606人
2 人

全国 588人
2668人

８日現在・警察庁まとめ
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～ 面 防災・減災のページ

・ 面 記者がつづる思い

・ 面 写真グラフ・被災地この１年

面 遺族の悲嘆 長く深く

面 教訓 ５年後の私や家族へ

面 亡くなった方々 １年間判明分

９
ヵ
所
合
同
起
工
式

計

㌶

戸
分
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7面に総合天気

避
難
生
活

な
お

万
夕闇に浮かび上がったろうそくの明かり 柔らかな光が犠牲者の霊を慰めた‖ 日午後６時ごろ 気仙沼市波路上

短冊をつるした色とりどりの風船を空に放つ住民ら

東日本大震災から２年に

なるのに合わせ、犠牲者に

思いを寄せた風船を空に放

つ追悼イベント「祈りのふ

うせん」が 日、石巻市の

普誓寺であった。午前９時

すぎ、住民ら約 人が青や

黄色などの風船100個を飛

ばし、静かに手を合わせた。

「もう大丈夫だよ。安ら

かに」「じいさん、ばあさ

ん、元気ですか」。風船に

は、犠牲になった家族らへ

の思いをつづった短冊が付

けられた。

地元の産廃処理業者など

でつくるボランティア団体

「重吉エース」が主催。事

前に市内の小学校などから

短冊3000枚のメッセージを

集めた。

ボランティアの古藤野啓

子さん は市内の自宅が

全壊し、家族２人を失った。

「祈りや感謝の思いが風船

に乗って届いてほしい」と

話した。

イベントは 日も午前９

時～午後３時に行われ、２

日間で計１万個の風船を飛

ばす。メッセージは会場で

も受け付ける。

風
船

ち
追
悼
∪
∪
∪
∪
∪

石
巻

思いよ 届いて
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石
巻
市
が
計
画
す
る
東
日

本
大
震
災
の
防
災
集
団
移
転

促
進
事
業
で
、
高
台
に
移
転

す
る
牡
鹿
半
島
な
ど
沿
岸
部

９
カ
所
の
合
同
起
工
式
が

日
、
鹿
立
浜
地
区
で
あ
っ
た
。

市
が
進
め
る
沿
岸
部
の
集
団

移
転

カ
所
で
着
工
し
た
の

は
初
め
て
。

式
典
に
は
１
５
０
人
が
出

席
し
、
関
係
者
が
く
わ
入
れ

し
た
。

亀
山
紘
市
長
は
「
復
興
に

向
け
た
活
力
に
な
る
。
多

岐
に
わ
た
る
事
業
に
は
困

難
も
あ
る
が
、
全
力
で
早
期

完
成
に
取
り
組
む
」
と
述
べ

た
。鹿

立
浜
地
区
は
全

戸
が

津
波
で
全
壊
し
た
。
地
区

内
の
高
台
１
・
６
㌶
を
２
０

１
４
年
度
中
に
一
戸
建
て

用
地
と
し
て
造
成
し
、
現
在

仮
設
住
宅
が
立
つ
土
地
で

自
宅
を
再
建
す
る
１
世
帯
を

除
き
、

世
帯
が
移
転
新
築

す
る
。

行
政
区
長
の
平
塚
敏
範
さ

ん

は
「
先
駆
け
て
着
工

し
て
も
ら
え
る
の
は
う
れ
し

い
。
親
、
子
、
孫
が
早
く
笑

っ
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
り

た
い
」
と
願
っ
た
。

市
に
よ
る
と
、
今
回
着
工

す
る
の
は
９
カ
所
で
計
９
・

５
㌶
（
１
０
３
戸
分
）
。
集

団
移
転
は
市
全
域
で

カ

所
、
４
３
０
０
世
帯
を
見
込

む
。
市
街
地
で
は
２
カ
所
に

移
転
先
を
整
備
す
る
計
画

で
、
昨
年

月
に
新
蛇
田
地

区
で
造
成
が
始
ま
っ
た
。

激
震
と
大
津
波
、
放
射
能

汚
染
が
東
北
を
襲
っ
た
東
日

本
大
震
災
は
、

日
で
発
生

か
ら
２
年
と
な
る
。
死
者
は

１
万
５
８
８
１
人
、
行
方
不

明
者
は
２
６
６
８
人
に
上

る
。
震
災
関
連
死
２
３
０
３

人
を
含
め
、
犠
牲
者
は
２
万

８
５
２
人
と
な
る
。
今
な
お

約

万
５
０
０
０
人
が
仮
設

住
宅
な
ど
で
避
難
生
活
を
強

い
ら
れ
、
福
島
第
１
原
発
事

故
の
避
難
者
は
帰
郷
の
め
ど

が
立
た
な
い
。
被
災
地
で
は

日
、
各
地
で
追
悼
式
な
ど

が
あ
り
、
犠
牲
者
の
鎮
魂
と

復
興
を
祈
る
。

東
北
３
県
の
死
者
は
、
各

県
警
の

日
現
在
の
ま
と
め

で
宮
城
９
５
３
５
人
、
岩
手

４
６
７
３
人
、
福
島
１
６
０

６
人
。
不
明
者
は
宮
城
１
３

０
２
人
、
岩
手
１
１
５
１
人
、

福
島
２
１
１
人
。

復
興
庁
に
よ
る
と
、
避
難

生
活
に
よ
る
体
調
悪
化
や
自

殺
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
震
災

関
連
死
は
福
島
で
１
１
２
１

人
、
宮
城
で
８
１
２
人
、
岩

手
３
２
３
人
を
数
え
る
。

避
難
者
の
滞
在
先
は
全
国

都
道
府
県
に
及
び
、
被
災

３
県
か
ら
県
外
へ
避
難
し
て

い
る
被
災
者
は
６
万
６
０
０

０
人
を
超
え
る
。
被
災
自
治

体
は
人
口
や
事
業
所
の
減

少
、
ま
ち
づ
く
り
、
被
災
者

の
心
の
ケ
ア
な
ど
の
問
題
に

直
面
し
て
い
る
。

暮
ら
し
の
礎
を
築
く
集
団

移
転
は
被
災
３
県

市
町
村

で
計
画
さ
れ
る
が
、
住
宅
再

建
は
今
秋
以
降
と
な
る
。
３

県
で
約
２
万
４
０
０
０
戸
が

整
備
予
定
の
災
害
公
営
住
宅

も
完
成
は
ま
だ
１
０
０
戸
に

満
た
な
い
。

津
波
被
害
が
甚
大
だ
っ
た

気
仙
沼
市
波
路
上
の
地
福
寺

で
は

日
、
三
回
忌
法
要
が

営
ま
れ
た
。
色
と
り
ど
り
の

グ
ラ
ス
に
入
れ
た
ろ
う
そ
く

約
１
０
０
個
が
境
内
で
と
も

さ
れ
、
周
囲
を
ほ
の
か
に
照

ら
し
た
。
被
災
者
の
親
子
連

れ
が
揺
ら
め
く
鎮
魂
の
光
に

見
入
っ
て
い
た
。

陸
前
高
田
市
で
は
市
が
追

悼
式
を
開
い
た
ほ
か
、
各
地

で
慰
霊
の
催
し
が
あ
っ
た
。

日
は
、
宮
城
県
内

市

町
が
追
悼
や
慰
霊
の
式
典
を

行
う
。
岩
手
、
福
島
両
県
で

も
追
悼
式
を
実
施
す
る
。
東

京
の
国
立
劇
場
で
は
政
府
主

催
の
式
が
あ
る
。
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